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京都大学経済学会規則(抜 葦)

目的及び事業

第3条 本会は,経 済学 ・経営学に関する研究 ・教育の振興 と,その成果の普及を図り,
京都大学大学院経済学研究科 ・経済学部の発展に寄与することを目的とする。

第4条 本会は,前 条の目的を達成するために次の事業を行 う。
1.機 関誌 「経済論叢」を発行すること.「経済論叢」は毎月1回 発行すること。た

だし,臨時特別号を発行することがある.
2.「 経済学研究叢書」を発行す ること,

3.学 術研究会 を開催す ること,,

4.公 開講演 会を開催す ること。

5・ その他本会の目的 を達成す るために必要 な事業,

構 成

第5条 本会は,次 の会員をもって組織する、,,

1.正 会員

1〕 京都大挙大学院経済学研究科教授,助 教授,講 師,助 手及び経 済学部出身者・

に1京 都大学大学 院経済学研究科学生及び同研究科出身者。

〔三)評 議員会にて とくに認めた もの、

2,学 生会員 京都大 学経済学部学生。

3、 賛助会員 本会の事業 を賛助す るもの・

第6条 前条 のほか所定の会費を納 めて 「経済論叢」の配 布を受 ける個人及び団体 は購読

会員 とす る.

第7条 特 別の場合 に限 り,前2条 に定 められた会員以外 の ものにも会員 に準ず る取扱 い

をするこ とがで きる、、

第8条 会員には,「 経済論叢」 を配布する。ただ し,臨 時特別号 はこの限 りでない。

会 計

第10条 会員は.次 の会 費を納めなければならない。

1.正 会 員 年額10,000円2,学 生会員 年額10,000円

3.賛 助会員 年 額lO,(100円 以上4.購 読会員 年額10,000円
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哀 辞

平成15年6月5日 本学名誉教授平井俊彦先生が逝去されました 享年77歳

先生は 昭和23年京都帝国大学経済学部を卒業後 大学院に進学され

講師 助教授を経て 昭和43年教授に昇任され 社会思想史を担当され

ました

先生は経済学説史と社会思想史の研究に尽力され 多くの業績を世に

送 り 後進研究者に指針を与えられました ロックとシャーフッベリを

中心とするイングランド啓蒙思想の研究から出発され ルカーチ コル

シュなどの西洋マルクス主義の研究 さらにハーバーマスを中心とする

フランクフルト学派の研究へと進まれた先生は それぞれの分野で開拓

者的な役割を果され 著書 『ロックにおける人問と杜会』 『物象化とコ

ミュニケーショ凋 に研究成果の一・端が盛り込まれています 先生のロッ

ク研究はロックの経済思想に経済循環の概念を発掘した独創的な研究成

果として今なお顧みられていますし また先生のフランクフル ト学派研

究は 物象化と管理社会をみすえたアクチュアルな意義をもっています

先生は経済学史学会の幹事 社会思想史学会の常任幹事 ・代表幹事

日本イギリス哲学会の理事等を務めて学界に寄与するとともに 日本学

術会議会員 大学基準協会 ・大学評価研究委員会委員として学術体制 ・

教育制度の改革にも貢献されました

先生は 二度に亙る経済学部長として また京都大学評議員として 京

都大学の発展に貢献されるとともに 教育においても多くの学生 ・大学院

生を育成されました 平成元年停年により退官され 京都大学名誉教授の

称号を受けられましたが 退官後も 名古屋外国語大学教授兼附属図書館

長 外国語学部長 国際経営学部長 副学長 学長を歴任され 私学振興

にも寄与されました

京都大学経済学会は 先生の生前における経済学研究と教育に対する

ご貢献に感謝するとともに ここに生前の先生の肖像を掲げて心から哀

悼の意を表します

平成15年10月 京都大学経済学会
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1925(大 正14)年6月

1948(昭 和23)年3月

1948(昭 和23)年4月

]951(昭 和26)年7月

1957(昭 和32)年11月

1963ぐ昭 和38)年12月

1968(昭 和43)年7月

1972(昭 利47)年3月

19741昭 和49)年7月

1975(昭 和50)年1月

1976(昭 和51)年1月

1977(昭 和52)年ll月

1978(昭 和53)年1月

1978(昭 和53)年1月

1981(昭 和56)年1月

1986(昭 和61)年4月

1989(平 成 元)年3月

1989(平 成 元)年4月

1991(平 成3)年5月

2000(平 成12)年4月

2002(平 成14)年3月

2003(弔 成15)年6月5日

故平井俊彦先生 御略歴

神戸市に生まれる

京都大学経済学部卒業

京都大学大学院人学

京都大学経済学部講師

京都大学経済学部助教授

経済学博士

京都人学経済学部教授.社 会思想史講座担当

ドイツ連邦共和国,イギリス,フランス.ハ ンガリー,オー

ストリアヘ出張

京都大学評議員

京都大学経済学部長

京都大学評議員

京都大学評議員

京都大学経済学部長 ・大学院経済学研究科長

日本学術会議会員

日本学術会議会員

社会思想史学会代表幹事

京都大学教授停年退官

京都大学名誉教授,名 古屋外国語大学教授

名古屋外国語大学副学長,国 際経営学部長

名古屋外国語大学学長

名古屋1外国語大学退職

逝去
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〈追憶 文〉

平井先生のご逝去を悼む

保 住 敏 彦

今年,5月5日 に,神 戸lh立 西市民病院の病棟 に,平 井先生 をお見舞い した折.先 隼

は.「 自分 はや りたい仕事 は,や ったよ うに思 う」 といわれ,淡 々とした態度であ った 、

以前 か ら,「 生 きてい る間は働 き,'働 けな くなれ ば,無 為 には生 きてい た くな い」 と

言っていた ことを考 えれば,そ れは死を覚悟 し,死 にた じろがない姿であ った。私は,

学生時代以来。40年 にわた る先生 との交流を思 い起 こし,私 の個人的な交流だ げでな く,

先生 の学間研究や教育活動 について述べ,追 悼 文 としたい.

1,先 生との出会い

私が平井先生 を意識 したのは,大 学 の2年 生 の頃,先 生の訳されたル カーチの 『階級

意識論』(未 来社,1955年)や 『若 きマ 」レクス』(ミ ネ,レヴァ書房,1960年)を 読 み,学

生向 けの講演 を聴いてか らであ った。}60年の目米安保条約改定反対闘争に関わ り,マ ル

クス関係の書物 を読み漁 るなかで,そ れらの書物 に出会 った。 自分の属 していた学 部の

講義 に飽 き足 らず.他 学部 の講義 を も聴講 していた私は,ル カーチの階級意識論や 初期

マルクスについて もっと勉 強 した くな り,あ つか ま しくも,先 生の学部 の演習 を聴講 し

た くなった。最 初,お 会い した とき,「絶対 に休 まないなら、入れてや って もよい」 と

言わ れたので,と にか く休 まず に,出 席 した。学 部での演 習は.ル カーチで は な く,

OvertonH,Taylor、"AHistoryofEconomicThought"McGraw-Hi11、1960.と い う,

大部な経済学 史の書物 の講読で あった。私 は リカー ドウに関す る章 を担 当 した。 ゼ ミ生

は少なか ったが,優 れた報告 をす る方が多 く,大 いに刺激 を受 けた、

2、 大学 院時代 の思 い 出

そ の 後.大 学 院経 済学 研 究 科 修 士 課 程 に進 学 し。 出 口勇 蔵 教 授 と先 生 の合 同 ゼ ミで.

5年 間,H・Glocknerの 編 集 した.G.W,F.HegelhSystemderPhilosophie .Erster

TeiLDieLogik"(FriedrichFrommannVeτhg,1964)を 読 ん で い た だ い た。 この 本 が
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いわ ゆ る髭 文 字 で か か れ て い た ので ・ そ の 後.ド イ ツ社 会民 主 主 義 を研 究 し,同 党 の 理

論 機 関 誌 し6NeueZeit"の 論 文 を読 む と き に,髭 文 宇 が苦 に な らなか っ た。

また,こ の正 規 の演 習 と並 行 して,先 生 の お宅 で,ル カ ー チGeorgLukacsの"Ges-

chichiteundKlassenbew"8stsein"(1923)の 巾 の 「階級 意 識 論 」 以 外 の論 文 を読 ん で い

ただ い た 。 「物 象 化 とプ ロ レ タ リア ー ト」 「ロー ザ ・ル クセ ンブ ルク論 」 な とで あ る。 そ

れ には,阪 上 孝氏,竹 本信 弘氏,田 川 恒 夫 氏.久 松 俊 一氏 な どが 参 加 した,,こ れ ら は.

『ロー ザ と マ ル ク ス主 義/歴 史 と階 級意 識1(G.ル カー チ,平 井 俊 彦 訳,ミ ネ ル ヴ ァ書

房,1965年)と して刊 行 さ れ た、、,後に.海 外 研 修 を 終 え帰 国 した 甲南 大 学 の 山口 和 男 氏

が 参 加 し、K.MandelbaumやBr&ndisの 第二 帝 政 期 ドイ ッ社 会民 主 党 に 関 す る研 究 論

文 を 読 む よ う に な っ た 。 後 に は,G、Lichtheim,'`Marxism'T.A.Praege欺1961な ど も

読 ん だ が,そ の 頃 に は メ ンバ ー も多 くな り,今 村 仁 司 氏,山 辺 知 紀 氏,小 林 清 一 氏,八

木俊 樹 氏 な ど も参 加 した,、

3,大 学闘争 とその後

1968年 に始 まる学園闘争は,政 府 の大学管理法案の国会上程 と,そ れに対す る大学 と

学生の反対運動か ら始ま ったが、旧来 の大学の学内的な秩序 を一変させた、、それ に先立

つ1960年 の,日 米安保条約改定反対闘争 においては,学 生 と教職員 との間に,対 立 は無

く,両 者 はと もに政府に対抗 した、、しか し,大 管法反対闘争においては.教 員層 と学生

層 との問に.反 対闘 争の方法に関 して相違があ り,両 者が対立するにいった。学 牛は,

「帝 国主義大学解体」を スロー ガンに教授 と対立す るにいた った。 こうしたなかで,学

生 と教授 との共 同体的な親密な関係は失われた、1しか し,大 学闘争が始ま ってま もな く.

私は半年 ばか り前 に内定 していた,大 阪のある私立大学 に就職 し.京 都を離 れたので,

その後の京都大学内での学園闘争の事情 には、疎 くなった、,

大学の教授 が.学 牛 に批判『され,つ る しあげ られて,苦 しんでい た反面で,大 学 に

よ っては,若 手 の左翼の教員が,大 学の古 い権威主義的 な勢 力によって,排 除 されて行

くとい う現実 もあった.た とえば,同 世代 のH氏 は.K大 学の助手 を していたが、新左

翼の内ゲバに巻 き込 まれ逮捕 されたために,ま もな く助手 の地位を奪われた。京都 大学

の竹 本助 手は,自 衛 隊の朝霞駐屯地での白衛官刺殺 事件 を利用 した フ レー ム ・ア ップに

より,全 国指 名手 配 とな り,逃 亡期間が長引 く中で,大 学へ の無断欠席 とい う理由で,

失職させ られた、他 の有 名大学で は,逮 捕され警 察沙 汰にな りなが ら,定 年 まで助手を
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続けた例 も多か った 巾で,そ の ような結果になったのは,残 念 な事であ った。

私 も大阪 のさる私学 に在職中 に.労 働組合運動 に係オ)ったため に,理 事者 ににらまれ.

民族 派の学生 を利用 して,排 斥運動 をお こなわれ,転 職せ ざるを得 な くな った。その際,

円満退職 し,研 究者 ・教育者 を続 ける ことがで きた のは,先 生の助言 と仲介 のおかげだ

と感謝 している.そ れ に しても,弟 子たちが,こ うした事態 に陥 った事 に対 して.平 井

先生は断腸 の思 いが あった と思われ る。

4.先 生の学問(ロ ックとイギリス啓蒙研究)

先 生の社 会思 想史研究 は.一 つ の柱が,イ ギ リス啓蒙思想の研究であ り.と りわ け,

ロ ックとシャッフ ッベ リー卿 の思想 について系統的に研究 され た。学位論文 『ロ ックに

お ける人問 と社 会』(ミ ネルヴァ書房,1964年)は.ロ ックの経済理論 にのみ注 目す る

ので はな く,か れ の人問観 をその経 験論的認識方法 と関連付 け論 じるとともに,『 統治

二論』 における市民社 会形成論 に見 られ る,か れの社 会観 と関連付 けるもので あった。

そ こで は,人 間主体 のあ り方 と社会構造 とを相即 させ て捉 える とい う,い わば,屯 体 ・

客体の弁証法的 な把握 がみ られ る。そ うした把握 は、 マルクスや ル カーチの主 体 ・客体

の弁証法か ら学んだ もの とおもわれ る、

商品交換 を商品に投 じられ た労働量か ら説明す るペテ ィの労働価値説 を客観的価値論

だ と評価 し.こ れに対 して,人 問主体がその労働に より共有物 としての 自然か ら取 り出

した ものは私有物になる というロ ックの労働所有権 論を主体的価値論だ と評価 し,両 者

を対照的な もの ととらえた、 そのように,先 生は,他 の思想家 と対比 しなが ら,あ る思

想家の個性 を捕 らえる とい う,や り方をとられていた.そ う説 明され ると,目 か ら鱗が

取れた ような気持ちがす る ことが あった。

とにか く,先 生は,そ れぞれ の思想家の同 …性 を強調 する見方に反対で .各 思想家の

個性 ・特殊性 を捕 らえるべ きだ という立場であ った。 これは歴 史学派の経 済思想研究の

方法の流れを汲んで いる.ま た,私 は,か な り長期 にわたって.ド イツ社会民主党の経

済理論家 ル ドルフ ・ヒルフ ァデ ィングを研究 して きたが,先 生 は ヒルフ ァデ ィングや カ

ウッキーの客観主義 に対す るルカーチの批判を指摘 された。 この点で は.若 きマルクス

や ルカーチの王体的マル クスギ義 を継承す る立場に立っていた。

さらに,思 想を生 き生 きとしたダイナ ミックな もの と捉 えるこ とを強調 し.平 板 さ,

画一性 動 きの無さに反 発され ていた。そ うした思想史の見 方は,や は り,ヘ ーゲ ル,
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マルクス.ル カーチか ら学ばれた弁証法的把握 に,由 来す るもの と思われる。

5.先 生の学問(ル カーチからハーバーマスヘ)

先生 は,出 口先生の もとでは。ア リス トテレスの 『アニマ論』や デ ィル タイの論文 を

読んだが,同 時 に,出 口先生 が病気で休み.、乞命館大学教授 の梯 明秀先生が代講 され た

時期 に、梯 さんか らヘーゲ,レ 『論理学』 とマル クス 『資本論』 とを学 んだ。、梯 さんの思

弁力 を賞賛 され るのを,何 度 か聞いた ことがあ る、私 も以前 に,梯 さんの馨咳 に接す る

ことがあ ったので,そ の発言 は特 に記憶 に残 っている。

先生が どのよ うな経緯 で ルカーチに注 目し.『若 きマルクス』や 『歴史 と階級意識』

を邦訳 しようと決意す るにいた・)たかは,伺 わなか った。 しか し,1956年 の挫折 した ハ

ンガ リー革命におけ るルカーチの行動 と運命 に,強 い印象を受 けたためだ とい う事 は.

明 らかであ る。 スターリン主義を初めて大衆的 レベ ルで批判 した,こ のハンガ リー動乱に

あって,そ の ソ連社会主義批判をイテオロギー的に代弁 していた ルカーチは,わ が国の多

くの知識人にも深い感銘 を与えた、一先生の訳書 は,当 時の多 くの学生の愛 読書 となった。

戦後 目本のマル クス主義 は,『資本論』研 究 と日本資本主義の現状分析 が中心であ っ

た中で,当 時,梯 明秀氏や梅 本克己氏の主体的唯物 論が.マ ル クス主義の哲学的展開 と

して.注 目されていた。 また,1950年 代 に繰 り広 げ られ た.吉 本隆 明氏 をは じめ多 くの

文学者に よる戦争責任 と転 向問題 をめ ぐる論 争や,1959年 か ら60年 にか けての 日米安全

保障条約改定をめ ぐる反政府運動の高揚 は,そ うした主 体的 マルクス主義の流布す る背

景であ った。 こうした時代状況の中で,先 生 はルカーチか らコルシュヘ と,主 体的マ ル

クス主義の系譜に立つ,1920年 代の西欧マ ルクス主義 の研究 を続 けられた,

しか し,1972年 か ら1973年 にか けて,1年 間,フ ランクフル ト大学 のフェ ッチ ャー教

授の下で.在 外研修 を行われ た頃か ら,先 生は フランクフル ト学派 の理論家たち に対す

る関心を強め られた、,当初 は,ル カーチと比較 しなが ら,ホ ルクハイマーやア ドルノ等 の

フランクフル ト学派第一世代の思想の特徴 を探 っていたが,後 には,ハ ーバーマスな どの

新 しい世代 に関心 を寄せるにいた った.こ の間の先生の研究の進展 を,『物象化 とコ ミュニ

ケーシ ョン』(名古屋外国語大学,1993年)に 収められた論文に即 して,追 思惟 してみ よう。

フランクフル ト学派第一世代の ア ドルノは,初 期 ルカーチの物象 化論 を継承 した。 し

か し,ル カーチが物象 化論 と労働疎外論 とを結 びつけて,労 働 の疎外 を解決す る杜会主

義に よ り物象化を克服で きると見たの に対 して,ア ドル ノは労働が いつ も支配者の強制
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の下にあると見 な し,労 働 の疎外 か らの回復 による物象化の解決は不可能 と見 る.か れ

によると,啓 蒙的理 性は産業主義を もた らし.数 量,機 械,組 織 とい った形を とって物

象化 し,人 間を支配す るので.物 象化 した社 会制度 による人間支配か らの脱出は困難 と

み え る、 この対 、刀こ対 して,平 井先生 は 「批 判的理性 は」 「労働 の弁証法 を離 れる こと

はで きないので はないか」 と,ル カーチの側に 、ンニつ。

また,先 生 は.ル カーチの1920年 代の西欧マル クス主義 とホルクハ イマーの反 ファシ

ズムを比較 した。 ホルクハ イマーによる と.市 民社 会成立期 には個 人が 自由な活動を し

たが,商 品生産体制が 市民社会 に浸透する とともに,商 品生産社会がその 自然必然性に

したがって個人 を強制す るようにな る。祉会が主体 にな り,個 人は客体 となる、,ホルク

ハ イマー もまた商品経済の発展 による物象化現 象 とそ の帰結 に注 目 してい る、

しか し,こ の分裂 した現代社会の問題 性を克服す る道 に関 して は,ル カーチ とホルク

ハ イマー とは対照的で ある.ル カーチは,「歴 史変革 と歴 史認識を結合す主体 として」

の 「階級意識」の なか に,商 品生産社 会の物 象化 とその結果 を克服す る主体 を見 るのに

対 して,ホ ル クハ イマー は,批 判的知性 の担 い手 は階級や集 団で はな く個人,そ れ も

「自 ら分裂性 にさらされてい る知識人」である と,見 なす。 この対立に関 して.先 生は

サル トルを援用 しつつ,「 知識人 と階級意識 との共感」 を強調す る己

このようにア ドルノや ホルクハ イマーをルカーチと比較 した際 には,物 象化された商

品生産社会 の問題を解決す る方法 として.ル カーチの側に立ち,階 級意 識 とそれに共感

す る知識人 を擁護 したが,戦 後世代 のハーバーマ スの批判的杜会理論を研 究す るととも

に,先 生の見解 も微妙 に変化 して くる。そ して.遂 には,新 しい見解を取 るにいたる。

先生が ハーバーマ ス社会理論か ら取 り出 しものは.何 だ ったのだろ うか、,それは、杜

会システムに対す る生活世界の対 立であ り,後 者 にお ける コ ミュニケー ション的行為の

果たす役割であ る1、

近代的理性は,白 然 と対 決 し生産力 を増大 させ、人間生活を豊かに したが,同 時に,

自然 と人間の 自然を破壊 した。そこか ら非合理‡義 も発生 して くる.こ の合理性 の非合

理性への転化 の論理は.理 性 の道具 的理 性への転化,産 業主義による人問の操作,人 間

の内な る自然の破壊 の三点 によ って捉 えられ るとい う。そ して,こ うした仕会 システム

の非合理性 は,後 期 資本主義 の ドで,と りわ け顕著になって くる。

後期資本主義(組 織資 本主義 ・現代資本主義 ともいわれている)の もとで は,経 済か

ら国家が独 立化 し.む しろ国家が経済 に介入す るようになる,,国 家 は、社会資本 の充実
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を図 るとともに,「 科学 ・技 術の研究開発 と教育制度 の国家 的組織化」 を行 う.ま た,

賃金 は,労 働 市場 の事情 によ り市場の論理で決 まるのでな く,「政治的力関係」 によっ

て決まる。さ らに,国 家 は,「社 会 システム問の相互作 用の合 理的 メカニ ズムの修正」

に留 まらず,生 活世界を も侵害 し,生 活世界の植民地化を もた らす 。

このような後期資本主義における システム統合の進展に よる社会統 合の侵害 に対 して,

批判的理性 はどの ように対処 すればよいのか。

シ ステム合理 性 に対抗す るコ ミュニケー シ ョン的合理性 は、「貨幣 と権力 との媒 体に

よ らず,討 議に よって共同の利害 を探求 し,相 互 了解 を志 向す る合理的理性」(平 井.

前掲書,1993年,212ペ ー ジ)で あ る.こ うして、 システム合理性 が,社 会 システムの

物 象化 を押 しすすめ,市 民社 会の公 共性 を歪 めてゆ くのに対 して,コ ミュニケー シ ョン

的合理性 によって,市 民の公共性 を取 り戻す こ とが,批 判的理性の課題 となる。,ティー

チ ・インのような直接的な対話,市 民的 レベルで の様 々の メデ ィアな どによって行われ

る,市 民 のコ ミュニケーシ ョンの中に.シ ステム統合 に対抗す る社会統合(生 活世 界 と

市民 的公共性)の 同復 の可能性が,求 め られ た。

ハーバーマスの批判的社会理論を受容す る ことによって,先 生 はルカーチのよ うに物

象化をブ ロレタリアー トの階級意識によ って克服す るとい う立場 を脱 した と言え る。 こ

うした立場 の変化 は,1968年 の大学闘争や,1972年 の ドイッ体験 を契機 としてなされた。

京都大学の退官記念講義 「批判的社会理論 を求めて」の なかで は.ハ ー一バーマ スの批

判的社会理論 は,「 コ ミュニケー ンヨン的行為 モデルを設定 し,社 会 システム内部 にお

ける貨幣や権力 によ って人間の相 互行為がいかに歪められ るか,つ ま り既存の組織体で

は戦略的 ・道具 的理性が圧倒的 に支配 し,人 問の結合関係 が歪め られ るこ とを告発 し,

これ に対抗 して強制 なき討論 による合意形成が形成される場」(平 井,前 掲書,1993年,

251ベージ)を 提示 したと評価 している,、そして.こ の場 を,実 質民主主義の場 と捉 え返 し.

それ を啓蒙主義のロ ックや ンヤフッベリーの思想 のなかに。捉えなおす とい う課題 を提 起

している、,ドイッ社会理論の研究 とイギリス啓蒙思想の研究が.こ の点で接合 されてい る。

6.教 育者 としての先生

先生は,以 上のよ うに.自 己のテーマを一貫 して追及 される研究者であったが,同 時に,

優れた教育者であったことを評価 しないわけにはゆかない。経済学部 にあってはマイナー

な科 日である社会思想史の講座 に,多 くの大学 院生が集 まったのは,先 生の学問研究が時
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代の要請にマ ッチ した,ア クチュアルな ものであったことによる。先生の大学院ゼ ミには.

経済学部の卒業生だ けでな く,他 学部あ るいは他大学か ら来た学生がいた、文学部や理学

部か らは,と りわけ,お お くの学生が移って きた.そ こから.多 くの研究者が育 っていった。

先 生の指導 は,各 学生の持つ個性 とテーマを尊重 し.そ の能力を引 き出す ことを 日指

す,自 由主義的 なものであ った。決 して,テ ーマを押 し付 けることは しなか った。杜会

思想史の研究 に関 して は.マ ルクスであれ,だ れで あれ,あ る権威者の思想か ら.各 研

究対 象の思想 を断罪す る とい う,い わゆる検 察官 タイプの研究方法で はな く,研 究対象

の思想の個性 ・特徴 を捉 え.そ の理 論的あ るい は歴史的意義 を発見す るよ うな,い わゆ

る弁護士 タイプの研究方法 を取 るべ きだ と考えていた。

「対象に惚れ込んで研究すべ きだ」 とい うことを,強 調され ていた、,弟子 たちに対 し

て,あ る鋳 型に入れ て矯正す るとい ったや り方は,取 らなか った、,このため,学 派の よ

うな ものは形成 され なか ったが,杜 会思想 史,経 済学 史を始め多 くの分野で,多 様な研

究者 を養成 され た。 もっ とも,京 都大学 には,人 文科学研究所、経済研究所,旧 教養部

な どに,社 会思想 ・経 済学史 の関連科 目を担当される教官がいた こ とも.多 様な研究者

を育てる背景だ った。

私 自身は.大 学 院時代 に始 めた,ド イッ社会民主主義 とヒルフ ァデ ィング経済思想の

研究 を.『 ヒルフ ァデ ィングの経 済理論』(梓 出版 祉,1984年),『 社会民主主義の源流』

(世界書院,1992年)な ど三冊の研究書にまとめた後,1996年 以来、 ブレーメン大学世界経

済国際経営研究所 と愛知大学経 済学研究科 との共同研究によ り.ア ジア経 済危機 とその後

の社 会の制度革新 について研究 し,英 文報 告論文集を刊行 してきた。 しか し,今 後は,さ

らに,永 年,研 究会を重ねて きた中部 ドイッ史研究会の仲 間と.ド イツの社会国家の歴 史

とそれ をめ ぐる論争史を研究 し,そ こでの経験が日本およびアジアの社会保障や国家のあ

り方にとっ、て,ど の ような意味を持 っているか,検 討 したい,そ の中で,先 生のハーバー

マ ス杜会理論研究の成果 を受 げ止め,そ うした形で.先 生の学 恩に報いたい と念 じている、、

最後に,先 生 は.京 都大学 において学部長や評議 員を勤 め,退 官後 は、 名占屋外国語

大学 に勤 務 し,図 書館長,副 学長,学 長 を歴任 し.国 際経営学部 と国際 コ ミュニ ケー

シ ョン研究科 を設立 された。行政的な手腕 も持ち合 わされ ていた と言 える。 しか し,晩

年,お 会 い した とき,「教 師 は,教 育す る気持 ちがな くな った ら,辞 め るべ きだ」 と

再っておられた こ とを考 えると,単 な る学内行政好 きのた めに,行 政 に携わ ったので は

なか った といえるだ ろ うり
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火 曜 の 朝 は
一 名古屋外国語大学時代の平井俊彦先生一

柿 本 昭 人

「さやか君 はいてるか?」 火曜 口の朝 は,平 井先生が学長 になられるまで,ほ ぼ毎週

こうして始 ま りま した.『社 会の実存 と存在一 汝を傷つ けた槍 だけが汝の傷 を癒す』

(世界思想社,1998年)の 「序 にか えて」 にも、 こうい うくだ りが あ ります。

筆者 たちの共通 の師 であ る平井俊彦先 生 には,わ れわれの研究 会 にた びたび 「介

入」 して頂いた。研究 会が始 まった頃,柿 本は 「貨幣論」 を.嶋 守 は 「免疫理論 と

社会 システム」に取 り紅 もうと していた。本書の掲 げた問題が最初か らあ ったわ け

で はない。平井 先生 の1介 入」 によって問題意識 が クロ スす る瞬 問が もた らされ,

「社会の実存 と存在」 というテーマが出て きたのである、(13ベ ージ)

平井先生の 「介入」 とは,実 は小生の 入れた コー ヒーを先 生が飲 まれ なが ら,研 究室

で色 々お話 しされてい くとい うこ とだったのです。事務室 か ら出され るコーヒーが イ ン

スタン トであ った ことが,ど うもお気 に召さなか ったよ うで.小 生の研究室 に来 られ る

と必ず コーヒーを ご所望 にな りま した。何 しろ小生の研 究室は,先 生 の学部長室の 目の

前 に配置 されま したか ら。先生が学部長室 にご不在 だ と.「平 井先 生 はこちらに……」

と事務 の方が ドアをノ ックされる とい うこともた びたびで した.

1995年1月17日 も,き っとそんな 日になるはずで した。 ところがその 日の朝,阪 神 ・

淡路 大震災か起 きて しまい ました。ち ょうどのその時刻.小 生は名神高速道路米原 ジ ャ

ンク ションあた りを走行巾で した。車が揺れ ま したが,あ た りはまだ真 っ暗ですか ら,

「今 日は風が強 いな,関 ヶ原 はまた雪か。除雪作業 に よる50キ ロ規制で.到 着遅れ る

なあ.」 と呑 気に走 ってお りま した。制限速度 の標 示が,一 つ,二 つ,三 つ,ず っ と50

キロで した.と ころが一・向 に雪は降 って きませ ん.関 ヶ原 も通 り過 ぎて、一・宮 あた りま

でやってきま したが.雪 も降 ってなけれ ば,除 雪作業 もあ りませんで した。不思議 に恵

い,流 していたCDを ラジオに切 り替 えま した。 「神戸 で地震が起 きた模様です ……」

「そ うなんだ あ。地震だ った んだ あ。」そ の時 も,ま だ神 戸が どうなって ると も.長 田
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のあた りが どうなって るとも,思 い浮かぶ こともなかったのです、,

宿舎 について,片 づ けや着替 えを して,大 学 に向かい ま した。ただ何 とな く落ち着か

な くて,大 学 に着 くと事務室の テ レビをつ けて もらいま した、そ こに映 し出 されたの は,

炎 と煙 に包 まれ た長 田で した。「9・ll」 とは違 って.神 戸g街 が炎 と煙 に包 まれてい

る光景な ど,小 生に とっては 『ウル トラセブン』以来で あ ったか らで しょうか。小生 の

口か ら漏れたのは,「 あかんわ」 とい う言葉で した、,

平井先生 は退官 後,京 都か ら神戸 に戻 られ る時,「柿 本君な あ.僕 は今度 パナホーム

で なあ,鉄 骨の頑丈な家建てたんや あ。」 とよ く聞か されてはいま したが,「 今度 ばか り

は・…畠・」 と正直言 って観念 していま した。事務室か らす ぐに電話 しま したが,つ なが る

はず もあ りません。授 業の時間 も迫 って きます、、仕方 な く嶋守さんに電話 して頼む こと

に しました。「神戸が地褒で,画 面 は長 田ばか り映 って るんだ けれ ど,平 井先生 のお う

ち.そ っちの方 なんだよ,悪 い けれ ど、 とにか くテ レビ見 てて くれ る,、もし何 か分か っ

た ら.大 学の方 に連絡 くれ る,」 その 目は結局,何 も分か らない ままセ した.何 度電話

してみて も,つ なが りません ・公衆電話か らも掛けてみ ま したが・やは り結果 は同 じで

した、

そ うして,二 口目も三日目 も過 ぎてい きました,,夜 も枕 元にラ ジオを置 いて,安 否の

伝 言を伝 える放送 をずっ と聞いてい ましたが,「 平井俊彦」 の名はつ いぞ聞 くことがで

きませんで した.居 て も立 って もいられず,神 戸 に行 こうと考 えるのですが,行 って も

しご無事だ った ら平井先生か らきっ とこんな風 に叱 られ るだろ うな・ とも思 うので した。

「柿本 君な あ,君 、 こんなんは具合悪 いで え。君 もまだ授 業 とテ ス トあるやろ う.君 は

名古摩 にいて,僕 の分のテ ス トとか採点 とか して くれへん と具合悪 い と思わへ んか った

んか あ!」

四 日目,そ の前 目に同 じ学部の同僚の先生が 公衆電話か ら掛 げた ら通 じた とい うこと

で,先 生の無事が確認 され ました。大学か ら 「救援隊」 を出す とい うことにな り,小 生

もメ ンバーに加 えて頂いて,さ あ出発 とい う段 にな って問題が起 きました。平井先牛が

「大丈夫だか ら,心 配 ご無用。家の方 も少 しひびが入った程度で,綿 水所 に行 くのが少

し大 変な ぐらいだか ら」 とい うことで,固 辞されている とい う連絡が研究室 に入 りまし

た、小 生か ら頼 んで欲 しい とい うことで,入 試広 報室に向か いま した.こ れ は多分,公

にな ると間題か もしれ ませ んが,大 学 入試セ ンター用の回線 を使 っての通話で した,,周

りを大学や法人の士だった方 々に取 り巻かれてい る中でお話 しす るこ とになって,少 々
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緊張 しま した。が,電 話か らはいつ もの平井先生の声が 聞こえま した,「 あ一,柿 本君

か あ、あのな あ,俺 は大丈夫やか ら,大 げさな ことせ んで ええって,み ん なに言 うて く

れ るか あ。」「先 生.も う出発す る ところですよ。」「君 な あ,い つ もの神戸 とはわけが違

うんやぞ、,道路かて瓦礫 の山や し.電 信柱かて どん どん倒 れて くるんやぞ。君 はな あ,

これか らまだせなあかん仕事 あるや ろ。そんな 人間に来て もろ うて,途 中で怪我 とか,

死 んで もろて も.僕 はよ う責任 とれへんやないか、」「そんな状 況だか らこそ,行 かせて

くだ さい、、お願い します、,」「あか んて言 うて るやろ.聞 けへんのなら.も う縁切 るか ら

なあ、、他の人 にも,そ う伝 え といて くれ るか、」「もう.聞 いては ります よ。 もう一回お

願 い します。あ きませんか、、」1そ ん なことよ りな あ,試 験 と採 点頼むか らなあ。 もう電

話切 るで え。」予想通 りだ ったせい もあ って,人 目も悼 らず泣いて しまいま した。

ところが,一 年 も経たない うちに,今 度 は小生が平井先 生に試験 と採点 まで して頂 く

ことになって しまい ました、,その年の師走 のこ とです,.、小生が車にはね られて入院 して

しまいま した,,粉 砕骨折 に よる出血が止 まらないため に.膝 に ボル トを通 して錘で もっ

て左足が引 っ張 られた ままの ところに、平 井先 生が お見舞 いに来 て ください ま した。

「後のこ とは心配 しないで良いか ら.ゆ っ くり治す ように」 と声 を掛 けて頂 きま したが,

農災の折 に神戸 に行 けなか ったせいで.余 計 に涙がILま りませんで した。

先生 も外 大を退職 され るまで に二度ほ ど手術 され ま したが,そ の度 に 「見舞いは要 ら

ん。それよ り帰 って きた ら,コ ーヒー人れて くれて,ケ ーキ食べ さ して くれ るか あ」 と

平井先生は仰 りま した。 もちろん,手 術の 口程 はで きるだけ大学 に負担が掛 らない よう、

休暇 中に手術 と退院がで きるように調整なさ っていま した。具合が悪 いのを押 して,我

慢 なさっていたのだ と思います 。

平井先生 に最後にお 目に掛 るこ とがで きたの は,2003年 の4月 の初 めのことで した。

3月 か ら体調 を崩されて.ご 自宅で療養 され てい るとい う話を伺 い,お 電話 してみ ま し

た、「お見舞 いにお伺い したいのですが ……」 と切 り出 しま したが,今 回 もまた,と い

うか今まで にな く強い 口調で こう仰 いま した.「 柿本君 なあ.俺 ももう最期 なんや,,手

術 して もよ うならんのや。俺は もうやるべ きこ とは全部や ったか ら.後 は残 りの時間を

家族 とゆっ くり,静 か に過 ごしたいんや、会いに来て欲 しい とは思 うんや げれ ど,見 舞

いに来て くれて もようならん しな あ。そや し,見 舞 いは要 らんぞ お.」「どうして もお見

舞い に行 っては駄 目です か?」 「見 舞いはええわ。、そのかわ り,平 井先生 は,お もろい

オ ッサ ンや ったと時々思い出 して くれ るか あ。ほな なあ.」3月 末,嶋 守 さんの結婚式
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で平井 先生が スピーチをされ るはずで した。そ の後の ご様子を彼女が知 らない と思 って

電話 してみま した、一,「柿本先生,何 言 って るんです か。来るな と言われて も、押 しかけ

ない と駄 目じゃないですか。私 はいつで も遊 びにおいで と先生か ら言 オ)れま したか ら、

私 に付 いて きた とい うことで,一 緒 に行 きま しょう。」 疲女 は岐阜 の勤務先か ら駆 げつ

けて くれま した,,ご 自宅 に伺 って も,彼 女 は 「先生.お 見舞 いに来た よ。」 とスイ スイ

と入ってい きま したが,小 生は玄関か ら中に入る ことが で きませんで した、「柿本君 も

上がれや あ。」 と客 間か ら平井先生 に声 を掛 けて頂 いて,よ うや くお邪魔 させ て頂 きま

した,,久 しぶ りにお 目に掛 った先 生は,や は り健康がす ぐれないのだ と一 目で分か りま

した。小生 はほ とん ど口を開 くこともで きませ んで したが、お暇 しよ うとい う時 に,先

生が こ う仰 いま した、、「俺 はもうや ることは全部 や った。君 は これか らまだ まだ ,せ な

あか んことがあ る。 これか らは,人 を育 てなあ.」言葉が見つか りませ ん。「はい」 と頷

くので精一杯で した。「自分に とって面白い こ とをとことんや らな あ.ワ ッハ ッハ ァ。」

大学 院 に入る時 に先生か ら出 された宿題 で した。'「それ もまだ,で きて ませ ん よ,先

生。」

火曜 日の朝,研 究室で コー ヒーを入れ ようとす ると,今 で もノックの音が したよ うな

気が します。 ひょっこり先生が ドア0)間 か ら顔 を覗かされ るのでは。 と期待 して しまい

ます 、ン「介入」 の頃 の懐 か しさが,消 えることは決 してあ りませ ん、先生.小 生へ の も

う一 つの宿題 の こ とは,今 しば ら く忘れ たま まにさせ ておいて くだ さい,「 ワ ッハ ッ

ハ ァ」 とい う先生の笑い声が一番好 きで したか ら。
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豪 放 嘉 落 と 繊 細 さ
一 平井先生の魅カー

田 中 秀 夫

平 井先生 に最後にお 目にかか ったの は,一 昨 年の 「田 巾真 晴先生 を偲 ぶ会」の とき

だった と思 う、そ して最後 にお電話をいただ いたのは,出 口勇蔵先生の計報を知 らせ て

いただいた4月5目 の夕方の ことだ った、、その翌 日にわた しの最 も新 しい論文 「市民社

会 と徳 」の抜 き刷 りを先生 にお送 りしたのが,先 生 とのや りと りの最後 とな って しま っ

た。

先牛はお電話で,腹 部大動脈瘤があるのだが,手 術がで きるか どうかわか らない難 し

い場所である.神 戸市民病院へ行 くことになっている,と い った ことを話 され,そ して

「医者に見放 され てるのや1と,深 刻な ことを朗 らかな声で言 っておられた。その後天

院され るこ.とな ども当然予想で きたのに,冗 気そ うな声か ら判断 して,先 生 はまだ大丈

夫だ と思い込んでいたから,迂 闊だ った。

先生 との出会い

先生 に初めてお 口にかかったのは,昭 和48(1973)年4月 の大学 院ゼ ミの初 日で あっ

た と思 う。すで に30年 余 りが経つか ら.そ のときの ことが記憶 に無 いの も無理か らぬ こ

ととは言 え,お そ らく.指 導教官 になっていただいた田中真 晴先 生のゼ ミで 同期 となっ

た高橋恩 くん と一緒 に先生の研究室 を訪ね たので はなか ったか と思 う、ノく学 院で は1年

先輩 になる柴 田周二.梅 澤直樹両.氏が参加 されていた と思 う。先生は ドイ ツ留学 か ら帰

られ た直 後だ った。 しば ら くは よ く瑠学話 を伺 った。下宿で出 る食事が毎 日ジャガイモ

とソーセー ジだ ったとい う話は よ く覚 えている。やがて学内で ゼ ミが開けな くな り,先

生宅 の座敷 で胡坐 になってヘー ゲルを読 んだ.

翌年o)春 には予想 を超 えた形で田中先 生が辞職 され た.わ た しは平井先生 に指導教官

をお願 い し,本 格 的に英国社会思想史に取 り組 むこ とになった。,フラ ンクフル ト学派研

究を選ぶ ことも可能だったが.わ た しは研究が 盛んにな っていたホ ッブズをや ることに

した。学部の嵐は まだ去っていなか った.先 生 はや がて学部長 に就任 され.多 忙 な日々
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を迎 えられた.

こうして平井先生 と師弟 関係が深 まってい くのであるが,ゼ ミにはほ とんど欠席せず

に出た と思 うし,い まど きの院生 とちが って無断欠席な どは したこ とが ない 。甲南大学

へ就職 してか ら も時折 参加 したよ うに思 う。 ゼ ミでは前述 のよ うにヘー ゲルの 『法哲

学』 を原書で読 む ことか ら始 まって,ピ ー ター ・ゲ イの 『啓蒙』 の翻訳の無い巻,マ ッ

クス ・ウェーバーの 『経済 と社会』の翻訳 による輪読へ と進 んだ。

平井ゼミの人び と

平井 ゼ ミを通 じて親 しくなった人 に小林清一さんや奥 田隆男 くんがいたが,小 林 さん

とは河野健二先生 のゼ ミで も2年間お枇話 にな った。 ここで はアルチ ュセー ルの 『マ ル

クスのため に』か らアンサ ールの 『プルー ドンとアナー キズム』へ と進んだ。わた しの

フランス語 はまるで上達 しなか った。その後,木 崎喜代治先生が平井先生の助教授 とし

て専修大学か ら移 って こられた・わた しは木崎先生 の 『フランス政治経 済学の生成』 を

田中真晴先生か らもらって読んでいた。木崎 ゼ ミはモンテスキ ューの 『法の精神』 を読

む ことか ら始 まったが,こ こで もフ ランス語 に身 を人れなか ったので上達 しなか った。

ここでわた しは北村裕明 くんや石井三記 くん と懇親 を深めた,、

平井先生が議論の好 きな頑強な哲 学者 だ とした ら,木 崎先生 はサ ロンを愛する優 しい

紳十であ った。平井先生は 「内田義彦 さんはデ ンカーだ」 としば しば称賛 されていたが,

先生 自身がデ ンカーた らん としておられたのであ る。そのよ うなデ ンカーを慕 って学生

が次第 に集まって きた。先生 の思想 的な寛容 さが魅力だった。言 い換 えれ ば,平 井先生

は学生が好 きだ った。わ た しが就職 した頃か ら,大 学院ゼ ミも賑やか になった。先生 は

また博十編 入の院生 も積極的 に受 け入れ られた。

先 生は学位審査 に も力 を注がれていた。後輩 の山口和男 さん の掌位論文 を審査 されて

いた時の先生 の姿が 目に浮かぶ。山 口さんの研 究一 ドイツ社会‡義思想 の研究一 の

メ リ ットと疑問点 について先生 は熱心に論 じられた。山口華楊画伯の次男であ った山口

さんが経済学者 とな られたのは時代 の影響 であろ う。 山口さん は,出 口勇蔵門下にあっ

て平井先生の2年 後輩であ った。出口門下は行 澤健三 さん.田 中真晴,平 井俊彦 両先 生。

そ して山口和男 さんに始ま る。柴田周 二 梅澤 直樹 さん にいた るまで,幅 広 い多 くの研

究者 を輩出 した出口門下の経 済共同研 究会にわ た しも一度だけ参加 した ことがあるが,

そこでの山口 さんは出口先 生のお気 に入 りと して研究会の中心 とい った印象であって,
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甲南で の穏やか な山口さん と違 っていた、,平井先生 もいさ さか緊張された様子で あった 。

学会と研究

平井先生 のお誘いで,わ た しは杜 会思想 史学会 と口本 イギ リス哲 学会にほとんど創立

時か ら参加 した。その縁 もあ って,楽 友会館で開かれた二つの全国大会のお手伝 いを し

た。社会思想史学会では先生は代表幹事 を努め られた。

東洋経済 の 『経済学辞典』 や 『社会思想史研究』 に執筆の機会を もらった の も先 生の

おか げで ある。催越 にも前者には木崎先生 と共同で 「社会契約説」につ いて大項 目の解

説を書かせ てい ただいた。今思 うと,冷 や汗 ものであ る。

修士 論文で取 り組んだ ホ ッフズ研究 を基礎 に して初めて公表 したホ ッブズの初期論説

につ いての小論 に関 しては,先 生か ら直接の指導一 ホ ッブズか 琶)の引用 の原文 に即 し

ての検討一 を していただいた。 これを神戸商大で開かれた経 済学史学 会の関西部 会で

報告す るのが,わ た しの学会のデ ビューだ った。 ホ ッブズ研 究者.水 田洋先生 の予想 さ

れ る質問 に備えて理論武装 して出か けたが,水 田先生 は欠席され,菱 山泉先 生か らマ

キ ャヴェッリとホ ッブズの関係 について鋭 い質問 を受 けた・

その後,先 生 と一緒 に仕事 をさせていただ くのは学会活動が主であ った(わ た しは先

生が理事 を続 げ られ た 日本 イギ リス哲学会 の関西部会 の幹 事 を院生時代 か ら10年 ほ ど

担 った)し,学 会活動 を通 じて多数の研究者 と知 り合 う機 会を得て きた。研 究テーマを

スコ ットラン ド啓蒙 に絞 っていたわた しは,ハ ーバーマスにます ます傾倒 されてい く先

生の研 究上の討 論者にはなれず,も っぱ ら聞 き役 であった。甲南 に就職 してか らは電話

で話す ことが多か った。よ く電話 をもらった。先生 を中心 とす る共同研究 としてはr社

会思想史 を学ぶ 人のために』 と 『再構築す る近代』 とい う先生 の編著が ある.前 者 は先

生が強い リー ダー シ ップを発揮 され た編著であ る。後者は京大 出版会 におられた八木俊

樹 さんがサボー トされて,研 究 会を何度か行 って出来た論 集であ って,保 住敏彦 さん と

山中浩司 くんが八木さん と共に先生 をよ く支援 された.

京大時代の先牛 にとって.弟 子 の職探 しはいつ も念頭を離れなか った もの と思われ る,、

わ た しも今で はその ような立場になって お り,先 生の苦労が偲 ばれ る、わた しは。 院生

に対 して,基 本的 に.よ い仕事を して、競争 に勝 ち抜いて欲 しい といつ も言 っている。

D2の 時だった と思 うが、内田譲吉氏か ら河野先生 を通 して,名 古 屋方面のある私学 の

経 済学 史に就職話があ って.平 井先生か ら 「い くか」 と聞かれた。当時、学史 ・思想 史
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の就職 はきわめて困難で,先 輩 も必ず しも恵 まれ ない就職口で我慢 している とい う現実

があ った。 さっそ く奈良県立短大 に内田学 長を訪ねた。「ここには栗本慎 ・・郎 くんが い

た ことがあ る」 とい う話で,最 初は研究 条件 の悪 い大学か らスター トして も,業 績 をあ

げれば条件の よい ところに移れる とい う話で あ った。採用側の理事 長に も会い,専 任講

師 としての採用が内定 した、,急いで ヒュームにつ いて論文を書いて資格を満たそ うとし

た・ しか し,何 の理山の説明 も無 く.1年 後 に1年 の採用延期 とな った。いわば青 田買

いで縛 っておいて採用延期 とは.ま った く不誠実 に思われた、、これには平井先 生 も立腹

され た.こ の話 は即座 に断 ることにな った,.

平井先生の教訓

先生 は弁証法が好 きだ った。研 究の思想的 モチーフとしては管理杜会か らの自山を求

め られ た、、マ ルクス、 ウェーバー,ル カーチ、 コルシ.↓とハーバーマ スを通 して、先生

は白由人の楽園一 自由な生活世界一 を夢見て おられたよ うに思 う.先 生はロ ック,

シャーフツベ リ,マ ンデ ヴィルな どの研究 もされた。 イギ リス経験論 とフラ ンクフル ト

学派 の物象化論が先生のなかで どのよ うな関係 に置かれてい るのか,尋 ね る機 会を失 っ

て しまった。けれ ども,啓 蒙 とポス ト・モダ ンの関係は.今 で は、かつ て以上 に,わ た

し白身 の問題 として意識す るよ うになって きてい る。

先生の雄渾な思想像に相応 しく,豪 放癌落 に見える先 生である一 それ ゆえに 「出 口

先生か ら次に破門されるのは俺や」 と先生 はよ く言 ってお られ た一 が,実 際 の先生 は,

時 に細かな配慮 もされてお り,適 切 な指導 を しば しばいただいた、科研費で先生が購入

された図書をわた しは しば しば利用 してい る,,

先生か ら1よ いろいろな ことを教わ った。先生の 自由放 任はあ りがたか ったが,し か

し,先 生の教 えで最 も貴重 に思 ってい るのは次の言葉であ る、「田中 くん,大 きい こと

を考えて もあかん、論文 にはオ リジナルな点が一つ あればよいのや。」

平 井先生 のこの教 えは水 田先牛の 「思いつ き」 を大切 にせ よとの教え に通 じるところ

がある。小林昇 先生 の言葉 「普通 に勉 強する と,年 に2本 の論文がで きます。そ うする

と5年 で1冊 の本がで きます。25年 で5冊 にな ります ……」 と 「世 に公害論文が多す ぎ

る」 という田中先生の寡作の勧 めは一見矛盾す るか に見 える。わた しは,デ ンカー とい

うよ りヒス トリアンであ るとい う白覚の もとにスコ ットラン ド啓蒙 を追いか け,共 利 主

義 に関心 を深め てきた。いまわた しはこの両者 を総合ず る弁証法を 目指 さなければな ら
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ない と思 っているのだが,果 た して どうなるか覚東 ない。 そう述べて も平井先 生は,朗

らかに,ゆ ち して くださるだ ろう.、その ような人柄 の先生 に限 りない魅力を感 じていた

よ う に,思、う,、

1平成15年8月18日 記す)
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